
                    初めての試み～２日間開催の球技大会～ 
                   今年は春の学年別運動会と秋の全校球技大会を合わせ、 

３日間の体育祭を開催しました。春に間に合わなかったク 
ラスＴシャツも今回は全クラス揃い、生徒全員が体育館に 
集まる姿は感動的でした。今年の新しい取り組みは前年度 
の生徒総会での意見を反映したものです。これを名取北高 
校の新たな伝統として今後も発展させていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 取 北 高 校 だ よ り 
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名北の風 
 

仲間と共に楽しんだ球技大会 

体育委員会委員長 ３年 鶴若 優凌 

今年度の球技大会は、夏の暑さがまだ残る中、名取北高校で開催され、 

生徒たちの熱い戦いが繰り広げられました。今年は、試合数の増加を目 

的に、例年の 1 日開催から 2 日間に分けて実施され、バスケットボール、 

バレーボール、サッカー、卓球の 4 種目が例年通り行われました。 

体育委員会委員長としてこの大会を振り返ると、対戦相手に関係なく、 

生徒たちが一体となって試合を盛り上げる応援が多く見られたことが特 

に印象的でした。また、全員がスポーツマンシップを重んじ、フェアプ 

レーを心掛けていたことも印象的でした。これからの球技大会や学校行 

事においては、自分が思い描いていたものと異なる場合でも、それをい 

かに楽しみ、良い思い出にしていくかが重要です。楽しさや面白さを感 

じない場面があったとしても、自らの工夫で良いものにしていく姿勢を 

今後も持ち続けてほしいと感じました。 

仙台フィルハーモニーの響きに感動 ～高校生が体感したクラシックコンサート～ 

 １０月９日、名取市文化会館において、仙台フィルハーモニー管弦楽団に所属 
する１０名の皆さんをお招きして芸術鑑賞会を開催しました。コンサートでは、 

聞きなじみのあるクラシック音楽の代表的な楽曲が披露され、生徒たちは普段と 

は一味違う音楽の世界に引き込まれていました。演奏の合間には、各楽器の紹介 

も行われました。弦楽器や管楽器、打楽器のそれぞれの役割や音色の違いが説明 

され、生徒たちは普段あまり目にすることのない楽器にも興味を持っていました。 

また、今回の芸術鑑賞会の目玉プログラムの１つが、生徒による指揮者体験で 

した。選ばれた生徒４名が、オーケストラをリードする指揮者の重要性について 

説明を受けた後、実際にオーケストラの指揮を体験しました。指揮棒を手に取り、 

緊張の中でオーケストラを指示するという特別な体験は、演奏者との一体感を感 

じさせるものでした。指揮に合わせてオーケストラが一斉に演奏を始める瞬間に 

は、生徒たちも観客席から大きな期待の目で見守り、無事に 

演奏が終わった後は、会場全体が拍手に包まれました。 

各競技の優勝クラス＆ＭＶＰ 

○バスケットボール男子 ３の３ 

            MVP 鞠子 侑 

               女子 ３の６ 

MVP 大久保 瑠莉 

□バレーボール男子 １の２ 

            MVP 堀越 裕太 

           女子 １の１ 

            MVP 角田 凜 

○サッカー男子 １の４ 

          MVP 小野寺 裕太 

女子 ３の３ 

           MVP 石山 瑠菜 

□卓球男子 １の２ 

MVP 大保 颯槻 

女子 ３の４ 

MVP 藥師寺 はな 

 

 

 

 

元気いっぱいの選手宣誓! 

 

円陣を組んで士気を高めて・・・ 

クラス対抗がいつしか学年対抗に？ 

シュートガ入るたびに大声援 華麗なるレイアップシュート 

ボールを追って全力疾走 青春！熱き全力プレー 

男子卓球 白熱のラリー 女子卓球 繊細な一打 

アタック！ブロックも華麗に！ 

レシーブは私に任せて！ 
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東北高等学校新人陸上競技選手権大会 第３位入賞！ 
９月２７日～２９日にかけて青森県で行われた東北新人陸上競技大会において、 

山口慶人さんが男子 1500m と男子 3000m 障害に参加しました。その結果、東北 
６県の代表選手２４名が参加した男子 3000m 障害で、見事に第３位に入賞し、表 
彰台に上がることができました。山口慶人さんは、男子 1500m でも力強い走りを 
披露し、最後まで粘り強く走り切りました。陸上競技部の部長として日頃の練習の 
成果を発揮し、困難に挑戦する姿勢が結果として現れたことは、チーム全体の士気 
を高める大きな要因となりました。これからも、山口慶人さんのさらなる活躍と、 
チーム一丸となって目標に向かって努力する姿を応援していきたいと思います。今 
後の大会でも、皆さんの応援が力となりますので、引き続きご声援をよろしくお願 
いいたします。 

来年のインターハイにつなげる県新人大会 ２年 山口慶人（増田中出身） 
 私は今回東北大会に出場し、第 3位という結果を残すことができました。しかし、この 
結果は決して私一人の力ではありません。日頃から支えてくれた家族、練習を共にして 
くれた友人、そして応援してくれた皆さんのおかげです。本当に感謝しています。 
大会当日は、これまでに感じたことのない緊張感やプレッシャーがありましたが、それ 

と同時に、とても楽しい経験でもありました。周りの選手たちはみんな速くて、「全員強い！」と感じる緊張感の
中、その舞台で走れる楽しさを味わうことができました。そのせいで平常心を保つのが難しかったですが、一緒に
青森まで行ってくれたサポートメンバーの支えがあり、出場した２種目ともに自己ベストを更新することができま
した。今回の東北大会への出場は、自分を見つめ直す良い機会となり、この経験を糧に、さらに高みを目指してい
きたいと思っています。来年の高校総体でのインターハイ出場を目標に、今後も努力を続けていきます。 

仙南地区新人大会 

 １０月は仙南地区新人大会が開催され、名取北高生 

が各競技で活躍しました。主な結果は以下の通りです。 

卓球 男子団体 第３位 布田柾斗、南部翔吾、片岡楓馬 

                佐々木隼斗、小形章人、玉川絢翔 

                嶺岸武洸 

弓道 男子団体 第１位 高橋瑛、菅野照瑛、佐藤彦太 

           第２位 伊藤愛翔、只野蒼大、秋保翔太 

    男子個人 第１位 菅野翔瑛 

    女子団体 第３位 小林真結、高橋優奈、塚部未來 

バドミントン 女子団体 第１位 加納彩葉、小林愛莉 

村上瑠璃、藤澤杏花 

高橋香理菜、松本みな 

剣道 男子団体 第２位 鈴木尊斗、豊田蒼天、関 雄人 

                大沼 翼、平間侑太 

陸上競技 男子総合 第３位  男子トラック 第３位 

       ３０００ｍ障害 第１位 山口慶人 

       1500ｍ    第１位 山口慶人 

       ５０００ｍ    第１位 山口慶人 

       女子総合 第２位  女子トラック 第２位 

       ８００ｍ 第１位 紺野莉央 

       ４００ｍ 第１位 紺野莉央 

※今回は入賞者多数のため、第３位までを掲載しています 

 

◎１１月の行事予定◎ 

５日（火）～８日（金）学校公開       １３日（水）２年保護者進路説明会・修学旅行説明 

６日（水） 後期生徒総会          １４日（木）考査日割発表 

２１日（木）～２６日（火）後期中間考査 

県新人テニス競技大会結果 

 １０月４日～６日に開催された県新人
テニス競技大会において、私立高校が上
位を占める中、女子テニス部は団体戦で
第３位に入賞しました。公立高校の中で
は最上位の結果です。おめでとうござい
ました。 
テニス  
女子団体 第３位 
番場葉奈、天野光奈美、新名美珀 
鈴木彩巴、熊田彩果、佐々木南海 
佐藤美祐、佐々木夏葵、八幡真綸 

 

ロボットアイデア甲子園 

       東北大会出場決定！ 

 先日開催されたロボットアイ 
デア甲子園セミナー＆見学会に 
おいて、コンピュータ部２年の 
川村希歩さんのアイデアが、参 
加者 516名の中から選ばれ、１０月２６
日に東北大学で行われる東北大会への出
場が決定しました。川村さんのアイデア
名は『駐車・駐輪取り締まりロボット』
です。東北大会では、このアイデアの詳
細についてプレゼンテーションを行う予
定です。全国大会進出を目指して、ぜひ
頑張ってきてほしいと思います。 
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